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東
根
市
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
造
ら

れ
た
大
森
小
学
校
を
訪

れ
ま
し
た
。
学
校
と
は

思
え
な
い
立
派
な
造
り

で
ど
こ
を
見
て
も
広
々

で
す
。
廊
下
に
あ
る
隠

れ
家
や
大
き
な
子
ど
も

用
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
、
各

所
に
、
子
ど
も
へ
の
配

慮
が
満
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は
、
市
が
資
金
を
出
し
、
選

定
さ
れ
た
民
間
企
業
が
設
計
・
建
設
・
維
持
管

理
を
一
定
期
間
委
託
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

一
括
発
注
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
コ
ス
ト
の
削

減
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
的
に
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
東
根
市
で
は
、
大
森
小
学
校

の
他
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
消
防
庁
舎
も
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
で
建
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
牟
田
市
で
も
、
荒
尾
と
共
に
浄
水
場
が
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
内
に

は
、
子
ど
も
の
自
由
な

遊
び
場
、
広
々
し
た
「
あ

そ
び
あ
ラ
ン
ド
」
や
、

保
育
園
等
が
一
体
と
な

っ
た
子
育
て
支
援
拠
点

「
さ
く
ら
ん
ぼ
タ
ン
ト

ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
等
も

あ
り
、
子
ど
も
へ
の
支
援
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

天
童
市
「
天
の
童
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

不
登
校
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

教
育
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
２
０
０
９
年
か
ら

取
り
組
み
、
不
登
校
が
改
善
し
て
い
ま
す
。

教
委
が
注
目
し
た
の
は
発
達
支
援
、
不
登
校
に
な

る
前
の
学
業
や
人
と
の
関
わ
り
に
困
難
を
抱
え
て
い

る
子
の
支
援
で
し
た
。
専
門
家
も
含
め
体
制
を
つ
く

り
、
発
達
障
害
の
研
修
を
充
実
。
ま
た
、
相
談
体
制

や
学
校
へ
の
訪
問
支
援
、
改
善
時
の
個
別
の
学
習
支

援
な
ど
を
行
っ
て
、
不
登
校
が
半
減
し
た
と
い
う
報

告
で
し
た
。
大
牟
田
市
で
も
参
考
に
し
た
い
取
り
組

み
で
す
。

不
登
校
は
大
牟
田
市
で
も
深
刻
！

不
登
校
の
実
態
は
、
残
念
な
が
ら
本
市
で
は
き
ち
ん

と
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
そ
ん
な
自
治
体
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
）
が

大
変
深
刻
で
す
。

全
国
的
に
は

減
少
傾
向

全
国
で
は
１
０

年
ほ
ど
前
の
ピ
ー

ク
時
の
１
３
万
人

超
か
ら
比
べ
る
と

１
１
万
人
程
と
や

や
減
っ
て
い
ま
す
。

大
牟
田
市
の
状

況
を
資
料
か
ら
計

算
し
て
み
る
と
、

改
善
し
て
お
ら
ず
、

全
国
平
均
の
約
倍

近
い
数
値
で
す
。

保
健
室
登
校
や

３
０
日
未
満
の
欠

席
な
ど
の
数
は
、

含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
本
市
も
早
急

の
対
策
が
必
要
で
す
。
学
力
テ
ス
ト
対
策
よ
り
も
・
・
！

子
ど
も
を
大
切
に
・
・
・

希
望
の
未
来
へ
の
投
資
で
す

大牟田市の不登校（全国・天童市との比較）

年度 2007 2008 2009 2010 2011 2012
中 人数 180 141 148 136 145 145
学 ％ 5.47 4.45 4.70 4.37 4.74 4.83
生 全国％ 2.91 2.89 2.77 2.73 2.64 2.56

天童％ 3.70 3.65 2.48 2.34 1.83 1.95
小 人数 28 26 29 38 54 52
学 ％ 0.42 0.40 0.46 0.62 0.92 0.92
生 全国％ 0.34 0.32 0.32 0.32 0.33 0.31

天童％ 0.35 0.25 0.36 0.25 0.14 0.14

子
ど
も
が
大
切
に
さ
れ
る
山
形
県

～
公
立
小
中
学
校
は
す
べ
て
３
３
人
以
下
学
級
～

福
政
連
（
福
岡
県
の
元
教
員
出
身
）
議
員
団
で
、
山
形
県
天
童
市
と

東
根
市
の
手
厚
い
子
ど
も
施
策
を
視
察
し
ま
し
た
。
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「ひきこもりの現状と課題」研修会 １０月２０日
私達の市議団で主催した引きこもり研修会、福岡からきていた

だいた講師、楠の会（ひきこもり親の会）の吉村さん、大住さん

のお話し、現状や具体的な事例、制度や仕組みなど、分かりやす

く大変好評でした。本人の苦しさへの共感と、様々な領域が関わ

る支援体制が大切だと話されました。親の立場や支援施設関係者、

教員、市の職員など様々な方が会場いっぱいに参加いただき、「理

解が深まった」「支援の仕組み必要では・・」といった感想を多

数いただきました。これから大牟田の支援の仕組みをどう充実し

ていくか、行政にも働きかけていきたいと思います。

母と女性教職員の会 市長と教育長に陳情 １１月１１日
母と女教師の会では、毎年、予算編成のこの時期に子どもたちの育つ環境の充実を陳情しています。

古賀市長には、教育予算増と学童の充実を、宮田教育長には、

学校への人的配置増や施設設備の充実と３５人以下学級の早

期実現を、２０００筆以上の署名を添えて陳情しました。

陳情後の意見交換の中で、「近年の猛暑で勉強どころではな

いと子どもが言う。教室へのエアコン設置を」という声がお

母さんからありましたが、古賀市長からは、「昔も暑かった、

我慢も大切」とのコメントがあり一同唖然としました。教室

は３８度にもなり、今年は数名の生徒が救急搬送された学校

もあります。学童設置もそうでしたが、繰り返しの要望で前

進しました。議会とも連携し、粘り強く取り組んでいきます。

12月議会で代表質問
１３日（金）午後１時１０分からの予定です。

今回は、子ども・若者への支援の仕組みづくりや不登校の問題、次期総合計画の策定に向けた環
境、新エネルギー、人権推進のまちづくりの提言等を行いたいと考えています。

傍聴、あるいはインターネットでの視聴もできます。よろしくお願いいたします。

原発問題連続講座「原発再稼働を問い直す」１０月１９日
玄海原発と川内原発で起こっていることについて、佐賀の石丸

初美さん（玄海原発プルサーマルと全機をみんなで止める裁判の
会原告団長）と鹿児島の向原祥隆さん（反原発.かごしまネット事
務局長）の現地からの報告を聞きました。情報がいかに伝えられ
ていないか改めて再認識しました。福島原発事故以来、日本の原
子力緊急事態宣言はまだ継続中であること、川内原発に近い寄田
海岸に打ち上げられているたくさんの海ガメやサメの死骸…まだ
まだ驚きの話をいっぱい聞きました。原発の周囲で起こっている
こと、きちんと情報を伝えず再稼働へ？？？

未来への大罪に思えます。


